
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

水俣第一小学校だより                  令和６年２月２０日 第１０号 

持久走大会 頑張っています 

 子供たちの休日や放課後の過ごし方はいかがでし
ょうか。夏休みや冬休みなど長期の休み前には過ご
し方について説明していますが、そのルールは長期
の休み以外でも当てはまります。例えば・・・ 
 〇校区外へは子供たちだけで行かない。 
 〇事故に遭わないよう、ルールを守る。 
 〇公共施設等ではマナーを守って行動する。 
等です。 
また、スマートフォンやタブレット、ゲーム機も

正しい使い方をしないと思いがけないトラブルにな
ります。許可なく写真や動画を撮ることも違法行為
にあたる場合があります。 
 最近、こうしたルールが守れず、トラブルになる
事案が発生しています。先日、全校児童に、学校の
ルールやきまりを守るよう指導しました。 
 子供たちが、安心安全に過ごせるよう、危険な目
にあわないよう、これからも引き続き指導していき
ますので、ご家庭でもご指導をよろしくお願いしま
す。 

雨やグラウンドコンディション不良、インフルエ
ンザ等の感染拡大のため延期した学年もあります
が、２月８日の１、２年生の持久走大会を皮切り
に、４年、６年と順調に実施しています。 
今年度は、朝からランニングタイムの時間を設

定し、体育の授業以外でも持久走を行ってきまし
た。子供たちは順位を気にしているかもしれません
が、持久走は自分との戦いです。１秒でも速く走
り、自分のタイムを向上できるよう頑張ってほしい
と思っています。 
練習を始めたころは、疲れて歩いていた子供も

いましたが、練習の成果で見事走り切っている姿
を見て、感動しました。応援のために来校いただい
た保護者の皆様に感謝しています。ありがとうご
ざいました。 
走り切った子供たち全員に、大きな拍手を送り

たいと思います。３月の３ケン集会では、上位入賞
の子供たちを表彰する予定です。 

 
 

  
 
 ２月１９日（月）に、学校薬 

剤師の吉富先生を講師にお 

迎えし、６年生を対象に薬物 

乱用防止教室を実施しまし 

た。薬の正しい飲み方や薬物の危険性などについて

実験を交えて分かりやすく説明していただきました。 

 子供たちが将来、違法な薬物に関わることなく生活

できるよう、今日の学習を生かしてほしいと思います。 

「虔(つつしみ) 賢（かしこく） 健（すこやかに）」 
学 

能登半島地震で甚大な被害を受けた地域の
方々、子供たちに対し、自分たちにできることを
したいという強い思いで、プロジェクト委員会
の子供たちが能登半島地震災害義援金の募金活
動を行いました。 
あいさつ運動にあわせて４日間の活動でした

が、合計５７３６３円集まり、先日、日本赤十字
社を通して義援金を届けました。プロジェクト
委員会の子供たちは、募金活動をするだけでな
く、被害の状況や募金の目的などもスライドを
使って説明していました。 
熊本県でも熊本地震や豪雨災害が発生してお

り、その時も全国から多くの方に支援していた
だきました。こうした活動を通して、子供たちに
助け合いや思いやりの心が育っていくと思いま
す。協力いただきありがとうございました。 

学校のホームページでも行事予定やお知らせ、学
校行事や日頃の様子等を紹介しています。 

能登半島地震災害義援金 
ご協力ありがとうございました 

学校教育目標 『ふるさと･人･命』を大切にし、夢や目標に向かい粘り強く努力する児童の育成 

水俣第一小学校長 田村 紀広 

休日の過ごし方、学校のきまり 

薬物乱用防止教室 

プロジェクト委員会の皆さん 

６年生 持久走大会の様子 


